
施　　策

琵琶湖周辺の
方々の意見を
もっと聞きた
い

「琵琶湖総合
開発」実は途
中から利水に
変わった

国交省の説明
の元になるデ
ータ。計算が
わからない

国交省は実
はお手上げ
では。

上　流　側　

天井川で浸水
する

浸水する場所
に家が建って
いる

内水対策を行
ってきた

景観が壊れて
いる

　浸水被害　
　（琵琶湖）

山崩れで道が
閉鎖されてい
る

ダムの現状

天ヶ瀬ダムは
安全ではない
（岩盤にたよ
っている）

天ヶ瀬ダムの
堆砂？

天ヶ瀬ダムは
今でも安全か
　地震災害

天ヶ瀬ダムの
改修は不可能
か

環　境

環境がよい
宇治橋上流

うかいは今年
は出なかった
？

滋賀県と下流
の両立する対
策は？

他の方策を単
純に×として
いる。○か×
という発想

内水排除も充
分でない

洪水時間が
長い

琵琶湖ポン
プのないと
ころあり

琵琶湖水害減

琵琶湖水位の
上昇に伴う対
策。天ヶ瀬一
本では無理

敦賀湾または
若狭湾への放
流について

治  水

琵琶湖水位上
昇時の対応？

水害の危険性に
段階（レベル）
がある（補助的
な意見）

水害は１００％
防がなければな
らないのか？

丹生ダム、大戸
川ダム建設につ
いて

山が荒れて保水
能力低下

浸水被害の特徴
をはっきりさせ
る

琵琶湖周辺の浸
水被害の特徴？

川のことしか
考えない
山、利水

天ヶ瀬１５００
ｔ放流に下流は
たえられるか？

環境保全か
治水か

開発が多い

コスト

直轄負担金を京
都府が負担する
のか

滋賀のために京
都府がお金を出
すことは問題

琵総完了か

開発問題も
リンクする

ダムの耐用年数
は？

天ヶ瀬ダムによ
り内水対策を行
なうことが正し
いのか？

早く流せば溢れ
被害が軽減する
か？技術的にき
ちんと対応を

1500放流すると
金がかかる施設
補強

琵琶湖周辺の浸
水被害の対策は
いかにあるべき
か？

1500㌧／秒　
放流のリスク

琵琶湖の水位放
流方式だけに眼
をむけると、下
流と対立する

堤防の漏水対
策→新たな環
境破壊

マキ島などパイ
ピングは起こら
ないか1500㌧／
秒　放流で

槙島堤防の
漏水

砂でできた堤
防は安全でな
いのではない
か

即流下（流下
時間の短縮）

役所が完全に守
ることが正しい
とは言えない。

浸水被害は琵琶
湖の水位操作で
行なうのが良い
か
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まるいち　チーム

現
　
状

問
題
点

すすめ方

施設に対する
月日がかかり
すぎる

個別委員会
は頼れるか
？

代替案の検討
が不十分

軽少短厚の治
水を→環境を
守れる→住民
の合意が必要

内水対策のあ
り方は何か
（土砂流、本流）

｢重厚長大｣
方式の限界

乱開発されす
ぎる（浸水す
る所に）

法的規制
乱開発

景　観

破壊された自
然環境はどう
修復するのか
宇治橋周辺

塔の島の
締切堤

国交省はもっ
と正直に、お
手上げならそ
う言え

住民参加、ex
会長などを集
めても駄目だ
った（例えば
、塔の島）

背景を含め
た検討が必
要

仕切提は環境
に悪影響を出
している

下流、塔の
島付近、破
壊

仕切提は景
観が悪くな
っている

まちづくり

住民の判断の
ためには全て
が公開されな
くてはダメ

宇治にぎわ
いがなくな
っている

車優先の道
路づくりが
問題

うかいが楽
しめなくな
った

ダム下流左
岸道路→
2車線化

琵琶湖の内水
対策に京都府
の負担とは？

Ｓ４６年の基

準（合意）を

見直せ

本当の見直し
を。Ｓ４６年
以前に戻って

現状の自然を
最大限保全す
るためには？
第3者の評価

天ヶ瀬ダムの
発電は必要か
？金と重要性
の問題

トンネルの地
盤の安全性

上・下流の対
立というとら
え方はまずい
もっと総合的
に考えよう

整備計画を急
ぐな

景　観

美しい景観
でつくるべ
き

山紫水明
の宇治川

一時も早い
放流方策

1500ｔの
安全な流下

分水案を日本海
京都 et　城陽
へ(昔の川は､そ
の方向へ流れて
いた。)

塔の鳥、亀石
付近、いった
ん元に戻せ

人工的河川
でよいか
ＮＯ

住まない場所
などを決める

歩行者専用道
をつくる。
（シズ川付近）

日本海に水を
放流する

国家100年の計を
考えるべき、放
流を大阪のみと
せず日本海へ

日本海側への
放流と大阪側
への放流との
考え方

山の環境

まちづくり

観光立市
宇治

うかいは
楽しめる

ダムが決壊し
ても安全であ
る環境づくり

安全な
環境づくり

渇水対策が
   必要

総合治水
・分水
・遊水池
・上流

治水、利水、
環境保全、等
総合的対策を

国交省の制度
的限界他省庁、
自治体、住民
の協同なしに
は無理

調査結果公開
トンネル・ダ
ム基礎、岩盤、
地質も

具体的資料を
公開してほし
い。計算結果
だけでなく

ゴルフ場を
減らす

山の保全
山へ目
を向けるべき

良いまちには
良い川がある

魚の遡上に
問題あり

下流の自治体
の背景ふるい
説明をそのま
まそう理解
�

総合的に考え
るべきである

｢整備計画｣で
るのが

理
想
の
姿


